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L e t ’ s   g o   t o   l i b r a r y

　第１回から１０回の新川和江賞受賞
作品集。新川和江さんからのメッセー
ジも収められています。

結城市文化・スポーツ振興事業団

１階イベント棚

新川和江賞 未来をひらく詩の
コンクール十周年記念誌

「ねこ集まれ！」から

　童話作家・宮沢賢治さんの代表
作。一郎のうちに山猫から届いた１枚
の葉書き。一郎は、それを持って
山猫に会いに山へ出かけます。行く
途中で出会う、自然とさまざまな生き
物たちとの不思議な体験と交流を、
絵本作家・いもとようこさんが、生き
生きと描いた一冊です。

いもと　ようこ／絵　【金の星社】

２階イベント棚

どんぐりと山猫

「新川和江賞～未来をひらく詩のコンクール～」から

　茨城の１０４寺とその御朱印がエリ
ア別に紹介されています。御朱印の
基礎知識や仏像の解説なども収録さ
れています。

地球の歩き方編集室 ／編集　【地球の歩き方】

新着図書から

御朱印でめぐる茨城のお寺

　たとえ家族や友人がいても、「孤
独」を感じる時間はある。その時間
を自分自身でポジティブなものに転
換し、孤独を積極的に楽しみ、「人生
の満足度」を高めていける、「孤独」の
すすめ本。

鎌田 實／著　【かんき出版】

郷土資料から

ちょうどいい孤独
60代からはソロで生きる

図書館へ行こう
〈 ゆうき図書館注目の図書を紹介します 〉

ゆうき図書館  　34-0150
ホームページ ツイッター

通
信

結城のコレ
地域おこし協力隊コラム

イイね♥

　４月に結城市の初代「地域おこし協力隊」に着任
し、あっという間に１年が経とうとしています。
　当初は、右も左もわからず不安でいっぱいでした
が、市民の皆さんのご理解とサポートのおかげで、
微力ながら結城のまちおこしに加わることができま
した。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　特に、１０月に開催した音楽イベント「結いのおと」
は、結いプロジェクトの方々と一緒に試行錯誤しな
がら準備し、当日たくさんの若者で賑わう北部市街
地を見られたことは、貴重な経験として心に強く刻
まれました。
　合わせて昨年は、個人の事業として、蔵をリノベー
ションした「KURA SAUNA（蔵サウナ）」をオープ

ンすることができ、慌ただしくも充実した日々を過
ごすことができました。
　来年度は、協力隊の活動と自身の事業をより加速
させていき、北部市街地の更なる活性化の力にな
りたいと考えていますので、今後ともご指導ご鞭撻
をいただければ幸いです。ぜひ、活動拠点の
「Yuinowa(ゆいのわ)」や「KURA SAUNA」に、
気軽に遊びにきてください！

Vol.4

ママ、がんばりすぎないで ほとんど1日中、気分が沈む 
なぜか涙が出る
うまくいかないことがあると必要
以上に 自分を責めてしまう など

　気持ちの落ち込みを感じたら、周囲に話しましょ
う。かかりつけの医師や助産師、市の保健師にも、
気軽に相談してください。

　家族の方は、出産を成し遂げたお母さんをたく
さん褒めて、温かく見守ってください。周囲の関
心も赤ちゃんが最優先になり、お母さんの変化を
見過ごしがちです。お母さんの体調を気にかけた
り、「困ったらすぐ助けるよ」と声をかけてください。

　出産後のお母さんは、
心と体が最も不安定な時
期です。気持ちが落ち込
んだり、涙もろくなったり、
不安になったりすることが
あります。
　 また、近年のコロナ下
では、感染に対する不安
や感染対策による行動制限から、ストレスは増大し
ています。 
　産後うつは、産後のお母さんの１０人に１人が発症
するといわれています。お母さん自身も気づかないこ
とが少なくありません。

　市健康増進課 母子保健係 　34-0329
( 子育て世代包括支援センター )    

問

こんな症状
ありませんか？

●

●

●
ママの心の健康

結城に移住後、初めての雪が。  雪の降る北部市街地は、
とてもノスタルジックな空間でした。

学校自慢
MY SCHOOL TOPICS

Vol.9

　城西小学校は、全校児童173名の学校です。城西小の「　　　　　　」
を合い言葉に、　たり前のことができる子、　じめのない学校、　運動する
子、　笑顔あふれる子、　勉強する子の育成に取り組んでいます。

｢生き生きと学ぶ城西っ子」

城 西 小 学 校

〈所在地〉結城市結城9633-1

　「体験学習」では、保護者や地域の方からたくさんのご協力をいただい
ています。特に、５年生の総合的な学習の時間では、「地域の名人から学ぶ」
をテーマに、もち米作りをします。

　泥に足をとられながら行う田植え、
ドキドキしながら鎌を使う稲刈りな
ど、体験が学びの教科書になり、
地域の人々の願いや思いを学ぶよ
い機会となっています。
　これからも、地域との交流を深め
ながら、学習活動を展開していきます。
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田植え 脱穀

稲刈り


